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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近接したタグから音発生源に対して設定された楽音パラメータを特定するデータを受信
するリーダと、
　前記音発生源から音波形を表す音波形データの入力を受け付ける音波形データ入力手段
と、
　前記リーダが前記タグから受信したデータにより特定される楽音パラメータに従い、前
記音波形データ入力手段が受け付けた音波形データを処理する音波形データ処理手段と、
　前記音波形データ処理手段により生成された音波形データを出力する音波形データ出力
手段と、
　無線通信手段と
　を備え、
　前記リーダは前記タグに接続された端末装置と前記無線通信手段との間の無線通信接続
の確立に要するデータを前記タグに送信し、
　前記無線通信手段は、前記無線通信接続の確立に要するデータに従い前記端末装置との
間で無線通信接続を確立し、前記端末装置から楽音パラメータを受信し、
　前記音波形データ処理手段は、前記無線通信手段が前記端末装置から受信した楽音パラ
メータに従い前記音波形データを処理する
　音波形データ処理装置。
【請求項２】



(2) JP 6299121 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

　近接したタグから音発生源に対して設定された楽音パラメータを特定するデータを受信
するリーダと、
　前記音発生源から音波形を表す音波形データの入力を受け付ける音波形データ入力手段
と、
　前記リーダが前記タグから受信したデータにより特定される楽音パラメータに従い、前
記音波形データ入力手段が受け付けた音波形データを処理する音波形データ処理手段と、
　前記音波形データ処理手段により生成された音波形データを出力する音波形データ出力
手段と、
　前記タグが自装置に接触した位置を特定する位置特定手段と
　を備え、
　前記音波形データ処理手段は、前記位置特定手段により特定された位置に応じた処理を
前記音波形データに対し行う
　音波形データ処理装置。
【請求項３】
　近接したタグから音発生源に対して設定された楽音パラメータを特定するデータを受信
するリーダと、
　前記音発生源から音波形を表す音波形データの入力を受け付ける音波形データ入力手段
と、
　前記リーダが前記タグから受信したデータにより特定される楽音パラメータに従い、前
記音波形データ入力手段が受け付けた音波形データを処理する音波形データ処理手段と、
　前記音波形データ処理手段により生成された音波形データを出力する音波形データ出力
手段と、
　前記リーダが前記タグから受信したデータに応じた表示を行う表示手段と
　を備え、
　前記音波形データ入力手段は、各々が異なる音発生源から音波形データの入力を受け付
ける複数の入力端子を有し、
　前記表示手段は、前記複数の入力端子のうち前記リーダが前記タグから受信したデータ
に応じて選択された入力端子をユーザに案内する画像を表示する
　音波形データ処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音波形データを処理する装置に対しユーザが行う各種設定の作業を支援する
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＲＦＩＤ（Radio Frequency IDentification）と呼ばれる技術がある。ＲＦＩＤの仕組
みにおいては、通常、チップ状のＲＦＩＤタグと呼ばれる装置から電磁波により送信され
るＩＤ等のデータをＲＦＩＤリーダと呼ばれる読み取り装置が読み取ることにより、ＲＦ
ＩＤタグが取り付けられた対象物の識別が行われる。
【０００３】
　ＲＦＩＤの仕組みを利用して、楽曲の演奏者の利便性を高めるための技術が提案されて
いる。例えば、特許文献１には、音楽セッションの参加資格者であることを示す演奏者Ｉ
Ｄを記憶させたＲＦＩＤタグを入手した演奏者が、そのＲＦＩＤタグに記憶されている演
奏者ＩＤをセッション端末に搭載されたＲＦＩＤリーダに読み取らせることにより、ネッ
トワークを介した音楽セッションの相手の特定を可能とする仕組みが提案されている。
【０００４】
　近年では、ＲＦＩＤと類似の技術により、タグとリーダとの間でデータの送受信が可能
な最大距離が数センチメートル～数十センチメートル程度のＮＦＣ（Near Field Communi
cation、近距離無線通信）と呼ばれる技術の利用が広まっている。ＮＦＣは、日本におい
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てはＦｅｌｉＣａ（登録商標）と呼ばれる規格に準拠したカード型のタグ（ＮＦＣのタグ
を以下「ＮＦＣタグ」、ＮＦＣのリーダを以下「ＮＦＣリーダ」という）が、鉄道の改札
通過のためのカードや店舗のプリペイドカード等の形で普及している。現在、ＦｅｌｉＣ
ａの上位互換を持つ規格であるNFC IP-1（Near Field Communication Interface Protoco
l-1）がISO/IEC 18092として国際標準規格となり、さらにNFC IP-1を拡張したNFC IP-2（
Near Field Communication Interface Protocol-2）がISO/IEC 21481として国際標準規格
となっている。これらのＮＦＣの国際標準規格化を受けて、スマートフォンやタブレット
ＰＣ等のスレートデバイスのなかに、ＮＦＣタグからデータの読み取りを行う装置である
ＮＦＣリーダを内蔵するものも登場している。なお、ＮＦＣタグに対するデータの書き込
み機能を備えたＮＦＣリーダは、ＮＦＣリーダ・ライタと呼ばれる。
【０００５】
　なお、ＮＦＣにおいては、ＮＦＣリーダは所定の周波数の電磁波を常時発信している。
ＮＦＣタグがＮＦＣリーダに対し数センチメートル～数十センチメートル程度の距離以下
に近接されると、ＮＦＣタグはＮＦＣリーダから発信される電磁波を所定の強度以上の強
度で受ける。ＮＦＣタグは、ＮＦＣリーダから受ける電磁波によるＲＦ磁界内で電磁誘導
による起電力を得て、当該起電力により、もしくは当該起電力の発生をトリガとして、所
定の周波数の電磁波により応答データを発信する。その後、当該応答データを受信したＮ
ＦＣリーダとＮＦＣタグとの間で、電磁波によるデータの送受信が行われる。
【０００６】
　上記のように、ＮＦＣタグは、ＮＦＣリーダに対し数センチメートル～数十センチメー
トル程度の距離以下に近接された時にのみ、ＮＦＣリーダとの間でデータの送受信を行う
ため、ユーザはＮＦＣタグをＮＦＣリーダにかざす（数センチ程度の距離内に近付ける）
、もしくは接触させる（タッチする）、という分かりやすい行為により、ＮＦＣタグに記
憶されているデータをＮＦＣリーダに読み取らせることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－２２７３９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　エレキギター等の電気楽器やミュージックシンセサイザー等の電子楽器を用いた楽曲の
演奏や、マイクを用いた歌唱等においては、通常、ユーザが、楽器やマイク、ミキサー、
アンプ、スピーカ等の音響機器をケーブル等で正しく接続する必要がある。さらに、望ま
しい音量や音質で演奏を行うためには、ユーザが、互いに接続されたそれらの音響機器の
各々に対し、ボリューム等の各種設定を適正に行う必要がある。多くのユーザにとって、
これらの音響機器の接続や音響機器に対する各種設定の作業は煩わしい。
【０００９】
　このような事情に鑑み、本発明は、ユーザが音響機器の接続もしくは設定に要する作業
を従来技術に比べ手軽に行うことを可能とする手段を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を解決するために本発明は、近接したタグから音発生源に対して設定され
た楽音パラメータを特定するデータを受信するリーダと、前記音発生源から音波形を表す
音波形データの入力を受け付ける音波形データ入力手段と、前記リーダが前記タグから受
信したデータにより特定される楽音パラメータに従い、前記音波形データ入力手段が受け
付けた音波形データを処理する音波形データ処理手段と、前記音波形データ処理手段によ
り生成された音波形データを出力する音波形データ出力手段と、無線通信手段とを備え、
前記リーダは前記タグに接続された端末装置と前記無線通信手段との間の無線通信接続の
確立に要するデータを前記タグに送信し、前記無線通信手段は、前記無線通信接続の確立
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に要するデータに従い前記端末装置との間で無線通信接続を確立し、前記端末装置から楽
音パラメータを受信し、前記音波形データ処理手段は、前記無線通信手段が前記端末装置
から受信した楽音パラメータに従い前記音波形データを処理する音波形データ処理装置を
提供する。
【００１４】
　また、本発明は、近接したタグから音発生源に対して設定された楽音パラメータを特定
するデータを受信するリーダと、前記音発生源から音波形を表す音波形データの入力を受
け付ける音波形データ入力手段と、前記リーダが前記タグから受信したデータにより特定
される楽音パラメータに従い、前記音波形データ入力手段が受け付けた音波形データを処
理する音波形データ処理手段と、前記音波形データ処理手段により生成された音波形デー
タを出力する音波形データ出力手段と、前記タグが自装置に接触した位置を特定する位置
特定手段とを備え、前記音波形データ処理手段は、前記位置特定手段により特定された位
置に応じた処理を前記音波形データに対し行う音波形データ処理装置を提供する。
【００１５】
　また、本発明は、近接したタグから音発生源に対して設定された楽音パラメータを特定
するデータを受信するリーダと、前記音発生源から音波形を表す音波形データの入力を受
け付ける音波形データ入力手段と、前記リーダが前記タグから受信したデータにより特定
される楽音パラメータに従い、前記音波形データ入力手段が受け付けた音波形データを処
理する音波形データ処理手段と、前記音波形データ処理手段により生成された音波形デー
タを出力する音波形データ出力手段と、前記リーダが前記タグから受信したデータに応じ
た表示を行う表示手段とを備え、前記音波形データ入力手段は、各々が異なる音発生源か
ら音波形データの入力を受け付ける複数の入力端子を有し、前記表示手段は、前記複数の
入力端子のうち前記リーダが前記タグから受信したデータに応じて選択された入力端子を
ユーザに案内する画像を表示する音波形データ処理装置を提供する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ユーザは、音波形データ処理装置に楽器やマイク等の音響機器を接続
する際、これらの音響機器に応じたタグを音波形データ処理装置にかざすことにより、こ
れらの音響機器から音波形データ処理装置に入力される音波形データに対し音波形データ
処理装置が行う処理の内容を指示することができる。従って、ユーザは、音響機器の接続
もしくは設定に要する作業を従来技術に比べ手軽に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態にかかるオーディオシステムの一構成例を示した図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかるオーディオスマートボックスのハードウェア構成を
示したブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態にかかるオーディオスマートボックスの基本的な機能構成を
示したブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態にかかるトランスミッタの外観を示した図である。
【図５】本発明の一実施形態にかかるレシーバの外観を示した図である。
【図６】本発明の一実施形態にかかるタブレットＰＣに表示されるモード選択画面を示し
た図である。
【図７】本発明の一実施形態にかかるタブレットＰＣに表示されるログイン画面を示した
図である。
【図８】本発明の一実施形態にかかるタブレットＰＣに表示されるＤＡＷデータ操作画面
を示した図である。
【図９】本発明の一実施形態にかかるオーディオスマートボックスに表示される案内画像
を示した図である。
【図１０】本発明の一実施形態にかかるオーディオスマートボックスに表示される案内画
像を示した図である。
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【図１１】本発明の一実施形態にかかるタブレットＰＣに表示される機器接続画面を示し
た図である。
【図１２】本発明の一実施形態の変形例にかかるタブレットＰＣに表示されるパン・ボリ
ューム調整画面を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
［実施形態］
　図１は、本発明の一実施形態にかかるオーディオシステム１の一構成例を模式的に示し
た図である。オーディオシステム１は、楽器等の音響機器から出力される音波形データに
様々な処理を施した後、スピーカ等に出力するシステムである。オーディオシステム１に
おいては、ユーザは楽器等の音響機器に応じたＮＦＣタグをＮＦＣリーダ・ライタにかざ
す、もしくは接触させる（以下、ＮＦＣタグをＮＦＣリーダ・ライタにかざす、もしくは
接触させることを総称して「かざす」という）ことにより、音響機器の接続および接続に
伴う各種設定（ボリューム設定等）を容易に行うことができる。以下にオーディオシステ
ム１の構成を説明する。
【００１９】
　オーディオシステム１は、まず、音波形データに各種処理を施すオーディオスマートボ
ックス１１を備えている。オーディオスマートボックス１１は外部の機器からケーブルを
介して各種データの入力を受け付けるためのＩＦ（InterFace）や、外部の機器に対し各
種データを出力するためのＩＦを備えている。また、オーディオスマートボックス１１は
、外部の機器から無線により各種データの入力を受け付けるための無線ユニットや、外部
の機器に対し各種データを出力するための無線ユニットを備えている。
【００２０】
　オーディオスマートボックス１１の音波形データ出力用のＩＦには、ケーブルを介して
、左右１組をなすスピーカ１２Ｌおよびスピーカ１２Ｒ（以下、これらを総称して「スピ
ーカ１２」という）が接続されている。スピーカ１２は、例えば一般的なアンプ内蔵のス
ピーカであり、オーディオスマートボックス１１から出力される音波形データに従い放音
を行う。
【００２１】
　また、オーディオスマートボックス１１の画像データ出力用のＩＦには、ケーブルを介
して、テレビ１３が接続されている。テレビ１３は、例えば一般的なテレビであり、オー
ディオスマートボックス１１から出力される画像データに従い画像の表示を行う。なお、
テレビ１３はスピーカを内蔵していてもよいが、スピーカ１２により放音が行われる場合
、テレビ１３に内蔵のスピーカは使用されなくてもよい。また、テレビ１３がスピーカを
内蔵している場合、スピーカ１２に代えてオーディオスマートボックス１１に対しテレビ
１３に内蔵されたスピーカを接続し、当該スピーカが放音を行ってもよい。
【００２２】
　また、図１に例示のオーディオシステム１においては、エレキギター１４が、トランス
ミッタ１５およびレシーバ１６を介して、オーディオスマートボックス１１の音波形デー
タ入力用のＩＦに接続されている。エレキギター１４は一般的なエレキギターであり、演
奏者の演奏に応じて楽音を表す音波形データを電気信号として出力する。トランスミッタ
１５は一般的な楽器用のワイヤレストランスミッタであり、電気信号として入力される音
波形データに従い、指定された周波数の電磁波をＦＭ変調して発信する。
【００２３】
　レシーバ１６は一般的な楽器用のワイヤレスレシーバにＮＦＣタグを付加した装置であ
る。レシーバ１６は、トランスミッタ１５から発信される電磁波を受信し、当該電磁波を
復調して音波形データを再現した後、出力する。レシーバ１６が備えるＮＦＣタグには、
レシーバ１６の装置種別を示すデータ等が格納されている。レシーバ１６の使われ方につ
いては後述する。
【００２４】
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　また、図１に例示のオーディオシステム１においては、エレキベース１７が、ケーブル
を介して、オーディオスマートボックス１１の音波形データ入力用のＩＦに接続されてい
る。エレキベース１７は一般的なエレキベースであり、演奏者の演奏に応じて楽音を表す
音波形データをアナログ電気信号として出力する。
【００２５】
　エレキベース１７には、ＮＦＣタグ１８が付属している。ＮＦＣタグ１８は、例えばエ
レキベース１７の販売時にエレキベース１７の付属品として購入者（エレキベース１７の
演奏者）に提供されたものである。ＮＦＣタグ１８には、エレキベース１７の装置種別を
示すデータ等が記憶されている。ＮＦＣタグ１８の使われ方については後述する。
【００２６】
　また、図１に例示のオーディオシステム１においては、ミュージックキーボード１９が
、ケーブルを介して、オーディオスマートボックス１１の音波形データ等の入出力用のＩ
Ｆに接続されている。ミュージックキーボード１９は一般的なミュージックキーボードで
あり、演奏者の演奏に応じて楽音を表す音波形データをデジタル電気信号として出力する
。また、ミュージックキーボード１９は、外部の機器から音色等の各種パラメータ（楽音
パラメータ）の設定を指示する指示データを受け取り、受け取った指示データに従い自機
における各種パラメータの設定を行う。
【００２７】
　また、図１に例示のオーディオシステム１においては、ワイヤレスマイク２０が、電磁
波により、オーディオスマートボックス１１の音波形データ入力用の無線ユニットに接続
されている。ワイヤレスマイク２０は一般的なワイヤレスマイクであり、所定の周波数の
電磁波を歌唱者の声を表す音波形データに従い変調して発信する。
【００２８】
　また、図１に例示のオーディオシステム１においては、ワイヤレスマイク２０のユーザ
が持参したタブレットＰＣ２１が用いられる。タブレットＰＣ２１は、ＮＦＣリーダ・ラ
イタおよびＮＦＣタグとして機能する近距離無線通信ユニットと、近距離無線通信ユニッ
トの通信可能距離（外部の装置との間でデータを受け渡すことができる最大距離（数セン
チメートル～数十センチメートル程度）よりも通信可能距離が長く（数メートル～数十メ
ートル程度）、外部の機器との間で各種データの送受信を行う通信ユニットである非近距
離無線通信ユニットと、タッチディスプレイを備えた一般的なタブレットＰＣである。
【００２９】
　タブレットＰＣ２１は、近距離無線通信ユニットにより、オーディオスマートボックス
１１との間で非近距離無線通信ユニットを介した通信を行うために必要なＳＳＩＤ等のデ
ータを交換し、交換したデータを用いて非近距離無線通信ユニットとオーディオスマート
ボックス１１との間で確立された通信接続を介して、オーディオスマートボックス１１と
の間で各種データの送受信を行う。タブレットＰＣ２１の使われ方については後述する。
【００３０】
　また、図１に例示のオーディオシステム１においては、オーディオスマートボックス１
１の各種データの送受信用のＩＦは、ケーブルを介してルータ２２に接続され、ルータ２
２を介してインターネット９に接続されている。ルータ２２は一般的な有線ＬＡＮ用のル
ータであり、オーディオスマートボックス１１と外部の装置がインターネット９（ＷＡＮ
）を介して行う各種データの送受信を中継する。
【００３１】
　続いて、オーディオスマートボックス１１の構成を説明する。図２は、オーディオスマ
ートボックス１１のハードウェア構成を示したブロック図である。オーディオスマートボ
ックス１１は、まず一般的なコンピュータと同様のハードウェア構成として、ＣＰＵ１１
０１、ＲＯＭ１１０２、ＲＡＭ１１０３、ＨＤＤ１１０４を備えている。また、オーディ
オスマートボックス１１は、一般的な音源装置と同様のハードウェア構成として、音源ユ
ニット１１０５とＤＳＰ１１０６を備えている。従って、ＣＰＵ１１０１が様々なアプリ
ケーションプログラムに従った処理を行うことにより、オーディオスマートボックス１１
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はＤＡＷ（Digital Audio Workstation）やカラオケ装置等の、音波形データの入出力や
処理を行う各種装置として機能する。
【００３２】
　また、オーディオスマートボックス１１はディスプレイ１１０７、キーパッド１１０８
を備えている。ディスプレイ１１０７およびキーパッド１１０８は、例えばオーディオス
マートボックス１１の筐体のフロント面上に配置され、ユーザとオーディオスマートボッ
クス１１との情報交換のためのマンマシンインタフェースとして機能する。
【００３３】
　また、オーディオスマートボックス１１は、楽器等の外部の機器からケーブルを介して
電気信号によりアナログ形式の音波形データ（エンコードや暗号化等はされていない）を
受け付けるＩＦ（Interface）であるアナログ音信号入力ＩＦ１１０９を備えている。ア
ナログ音信号入力ＩＦ１１０９は、例えば標準フォーンプラグ（モノラル）、ＲＣＡ端子
等の汎用的な規格に応じた入力端子を、例えば左右２個×８ｃｈの計１６個のように複数
備えており、これらの入力端子を介して同時に複数の音波形データの入力を受け取ること
ができる。例えば、レシーバ１６やエレキベース１７はアナログ音信号入力ＩＦ１１０９
に接続される。
【００３４】
　また、オーディオスマートボックス１１は、オーディオスマートボックス１１において
各種処理を施したアナログ形式の音波形データ（エンコードや暗号化等はされていない）
をケーブルを介して電気信号によりスピーカ等の外部の機器に出力するＩＦであるアナロ
グ音信号出力ＩＦ１１１０を備えている。アナログ音信号出力ＩＦ１１１０は、例えばス
ピーカケーブルの端部を直接把持する形状の出力端子や、標準フォーンプラグ（モノラル
）、ＲＣＡ端子等の汎用的な規格に応じた出力端子を、例えば左右２個×４ｃｈの計８個
のように複数備えており、これらの出力端子を介して同時に複数の音波形データを出力す
ることができる。なお、これらの複数チャンネルの各々から同時に出力される音波形デー
タは、必ずしも同じである必要はない。例えば、スピーカ１２がアナログの音波形データ
に従い放音を行う場合、スピーカ１２はアナログ音信号出力ＩＦ１１１０に接続される。
【００３５】
　また、オーディオスマートボックス１１は、オーディオプレーヤ等の外部の機器からケ
ーブルを介して光信号や電気信号によりデジタル形式の音波形データを受け付けるＩＦで
あるデジタル音信号入力ＩＦ１１１１を備えている。デジタル音信号入力ＩＦ１１１１は
、例えばＳ／ＰＤＩＦ（Sony Philips Digital InterFace）等の汎用的な規格に応じた入
力端子を、例えば２ｃｈ（計２個）のように複数備えており、これらの入力端子を介して
同時に複数の音波形データの入力を受け取ることができる。図１に例示のオーディオシス
テム１の構成においてはデジタル音信号入力ＩＦ１１１１は使用されないが、デジタル音
信号入力ＩＦ１１１１には、例えば音楽ＣＤプレーヤから出力される音波形データ等が入
力される。
【００３６】
　また、オーディオスマートボックス１１は、オーディオスマートボックス１１において
各種処理を施したデジタル形式の音波形データをケーブルを介して光信号や電気信号によ
りオーディオレコーダ等の外部の機器に出力するＩＦであるデジタル音信号出力ＩＦ１１
１２を備えている。デジタル音信号出力ＩＦ１１１２は、例えばＳ／ＰＤＩＦ等の汎用的
な規格に応じた出力端子を、例えば２ｃｈ（計２個）のように複数備えており、これらの
出力端子を介して同時に複数の音波形データを出力することができる。なお、これらの複
数チャンネルの各々から同時に出力される音波形データは、必ずしも同じである必要はな
い。例えば、スピーカ１２がデジタルの音波形データに従い放音を行う場合、スピーカ１
２はデジタル音信号出力ＩＦ１１１２に接続される。
【００３７】
　また、オーディオスマートボックス１１は、例えば電子楽器等の外部の機器との間でケ
ーブルを介して音波形データや制御データ等の各種データをデジタル形式で双方向に入出



(8) JP 6299121 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

力するＩＦであるデジタル信号入出力ＩＦ１１１３を備えている。デジタル信号入出力Ｉ
Ｆ１１１３は、例えばＵＳＢ等の汎用的な規格に応じた入出力端子を、例えば８個のよう
に複数備えており、これらの入出力端子を介して同時に複数の音波形データや制御データ
等を入出力することができる。なお、これらの複数の入出力端子を介して同時に入出力さ
れるデータは、必ずしも同じである必要はない。例えば、ミュージックキーボード１９は
デジタル信号入出力ＩＦ１１１３に接続される。
【００３８】
　また、オーディオスマートボックス１１は、例えばテレビ等の外部の機器との間でケー
ブルを介して画像データ、音波形データ、制御データ等の各種データをデジタル形式で双
方向に入出力するＩＦであるマルチメディア信号入出力ＩＦ１１１４を備えている。マル
チメディア信号入出力ＩＦ１１１４は、例えばＨＤＭＩ（登録商標）等の汎用的な規格に
応じた入出力端子を、例えば２個のように複数備えており、これらの入出力端子を介して
同時に複数の画像データ、音波形データ、制御データ等を入出力することができる。なお
、これらの複数の入出力端子を介して同時に入出力されるデータは、必ずしも同じである
必要はない。例えば、テレビ１３はデジタル信号入出力ＩＦ１１１３に接続される。
【００３９】
　また、オーディオスマートボックス１１は、外部の機器から電磁波信号によりアナログ
形式の音波形データを受信する通信ユニットであるアナログ無線音信号受信ユニット１１
１５を備えている。アナログ無線音信号受信ユニット１１１５は、例えば互いに異なる周
波数の複数の電磁波信号の各々にＦＭ変調された音波形データを同時に受信し、それらを
復調して複数チャンネルの音波形データを再現する。例えば、アナログ無線音信号受信ユ
ニット１１１５は、ワイヤレスマイク２０から発信される音波形データを示す電磁波を受
信する。
【００４０】
　また、オーディオスマートボックス１１は、ケーブルを介して通信ネットワークに接続
し、当該通信ネットワークに接続されている外部の通信装置との間で各種データの送受信
を行うＩＦである有線通信ＩＦ１１１６を備えている。有線通信ＩＦ１１１６は、例えば
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）等の通信規格に従った端子を備え、この端子を介して電気
信号によりデジタル形式の各種データを外部の装置との間で送受信することができる。例
えば、ルータ２２は有線通信ＩＦ１１１６に接続される。
【００４１】
　また、オーディオスマートボックス１１は、ＮＦＣの規格に従い、オーディオスマート
ボックス１１にかざされたＮＦＣタグ等との間で電磁波信号により各種データの受け渡し
を行う通信ユニットである近距離無線通信ユニット１１１７を備えている。近距離無線通
信ユニット１１１７は、ＮＦＣリーダ・ライタの機能を備え、自機に対しかざされたＮＦ
Ｃタグから各種データを読み出したり、当該ＮＦＣタグに対し各種データの書き込みを指
示したりする。
【００４２】
　また、オーディオスマートボックス１１は、近距離無線通信ユニット１１１７よりも通
信可能距離が長い無線通信ユニットである非近距離無線通信ユニット１１１８（無線通信
手段）を備えている。非近距離無線通信ユニット１１１８は、例えばIEEE 802.11a、IEEE
 802.11b、IEEE 802.11n、Bluetooth（登録商標）等の無線通信規格に従い、デジタル形
式の各種データを外部の装置との間で送受信することができる。
【００４３】
　なお、上述した各種ＩＦが備える端子の一部は、ユーザによるケーブルの抜き差しが容
易なように、例えばオーディオスマートボックス１１の筐体のフロント面に配置されてい
る。また、近距離無線通信ユニット１１１７が備えるＮＦＣリーダ・ライタは、ユーザが
ＮＦＣタグをかざしやすいように、例えばオーディオスマートボックス１１の筐体の上面
に配置されている。
【００４４】
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　また、オーディオスマートボックス１１が備える各構成部は、バス（図示略）を介して
互いにデータの受け渡しを行う。
【００４５】
　図３は、オーディオスマートボックス１１の基本的な機能構成を示したブロック図であ
る。オーディオスマートボックス１１のＣＰＵ１１０１が本発明にかかるプログラムに従
った処理を行うと、オーディオスマートボックス１１は図３に示す構成を備える装置とし
て機能する。オーディオシステム１は、まず、楽器等の機器から出力される音波形データ
の入力を受け取る音波形データ入力手段１１１と、音波形データ入力手段１１１により受
け取られた音波形データに様々な処理を施して新たな音波形データを生成する音波形デー
タ処理手段１１２と、音波形データ処理手段１１２により生成された音波形データをスピ
ーカ等の機器に出力する音波形データ出力手段１１３を備える装置として機能する。
【００４６】
　オーディオスマートボックス１１は、さらに、ＮＦＣタグとの間で所定の周波数の電磁
波により各種データを送受信するリーダ１１４を備える装置として機能する。リーダ１１
４は、ＮＦＣタグから、音波形データ処理手段１１２による処理の内容を指示する指示デ
ータを受信すると、当該指示データを音波形データ処理手段１１２に引き渡し、音波形デ
ータ処理手段１１２は当該指示データに従い音波形データの処理を行う。
【００４７】
　オーディオスマートボックス１１は、さらに、インターネット９を介して外部の装置に
対し各種データを送信する送信手段１１６と、インターネット９を介して外部の装置から
各種データを受信する受信手段１１７を備える装置として機能する。送信手段１１６は音
波形データ処理手段１１２が音波形データの処理に要するデータの送信要求を外部の装置
に送信する。受信手段１１７は送信手段１１６から送信された送信要求に応じて外部の装
置から送信されてくるデータを受信し、音波形データ処理手段１１２に引き渡す。音波形
データ処理手段１１２は受信手段１１７から引き渡されたデータを用いて、音波形データ
の処理を行う。
【００４８】
　続いて、トランスミッタ１５とレシーバ１６の構成を説明する。図４は、トランスミッ
タ１５の外観を模式的に示した図である。トランスミッタ１５は、例えば標準フォンプラ
グの形状の入力端子１５１と、入力端子１５１を介して入力される音波形データに従い指
定された周波数の電磁波をＦＭ変調する変調部（図示略）と、ＦＭ変調された電磁波を発
信するアンテナ（図示略）と、トランスミッタ１５の他の構成部に電力を供給する電池（
図示略）と、電池に対し充電用の電力を供給するとともにトランスミッタ１５の発信する
電磁波の周波数を指定するデータを外部の装置から受け取るための、例えばマイクロＵＳ
Ｂの形状の入出力端子１５２を備えている。ユーザは、例えばＰＣ（Personal Computer
）等の端末装置にケーブルを介してトランスミッタ１５を接続し、端末装置からトランス
ミッタ１５に対する充電を行ったり、端末装置を操作して、トランスミッタ１５が発信す
る電磁波の周波数を変更したりすることができる。図１に例示のオーディオシステム１に
おいては、トランスミッタ１５はエレキギター１４の出力端子に接続されている。
【００４９】
　図５は、レシーバ１６の外観を模式的に示した図である。図５に示されるように、レシ
ーバ１６の外観はトランスミッタ１５の外観とほぼ同じである。レシーバ１６は、トラン
スミッタ１５から発信された電磁波を受信するアンテナ（図示略）と、アンテナが受信し
た電磁波を復調する復調部（図示略）と、復調により再現された音波形データを出力する
例えば標準フォンプラグの形状の出力端子１６１と、レシーバ１６の他の構成部に電力を
供給する電池（図示略）と、電池に対し充電用の電力を供給するとともにレシーバ１６の
受信する電磁波の周波数を指定するデータを外部の装置から受け取るための、例えばマイ
クロＵＳＢの形状の入出力端子１６２と、ＮＦＣタグ１６３を備えている。ＮＦＣタグ１
６３には、レシーバ１６の装置種別を示すデータ等が記憶されており、レシーバ１６がオ
ーディオスマートボックス１１の近距離無線通信ユニット１１１７（ＮＦＣリーダ・ライ



(10) JP 6299121 B2 2018.3.28

10

20

30

40

50

タ）にかざされると、ＮＦＣタグ１６３は格納しているデータを近距離無線通信ユニット
１１１７に対し無線送信する。ＮＦＣタグ１６３の使われ方については後述する。
【００５０】
　また、ユーザは、例えばＰＣ等の端末装置にケーブルを介してレシーバ１６を接続し、
端末装置からレシーバ１６に対する充電を行ったり、端末装置を操作して、レシーバ１６
が受信する電磁波の周波数を変更したりすることができる。図１に例示のオーディオシス
テム１においては、レシーバ１６はオーディオスマートボックス１１のアナログ音信号入
力ＩＦ１１０９に接続されている。
【００５１】
　続いて、オーディオシステム１のユーザがオーディオシステム１を利用して楽曲の演奏
を行う場合におけるオーディオシステム１の動作例を説明する。
【００５２】
　この場合、オーディオシステム１のユーザとは、具体的にはエレキギター１４の演奏者
（以下、「ユーザＧ」という）、エレキベース１７の演奏者（以下、「ユーザＢ」という
）、ミュージックキーボード１９の演奏者（以下、「ユーザＫ」という）、ワイヤレスマ
イク２０を用いて歌唱を行う歌唱者（以下、「ユーザＶ」という）の４名であるものとす
る。そして、これらのユーザは同じ音楽バンドのメンバであり、各自自分の機器を持って
、オーディオスマートボックス１１が配置されている練習スタジオに集まって楽曲演奏の
練習を行うものとする。練習スタジオに配置されているオーディオスマートボックス１１
には、予めスピーカ１２とテレビ１３が接続されている。また、オーディオスマートボッ
クス１１はルータ２２を介してインターネット９に接続可能となっている。ただし、オー
ディオスマートボックス１１にはレシーバ１６等の他の機器（ユーザが持参）はまだ接続
されていない。
【００５３】
　ユーザＶは、ワイヤレスマイク２０とタブレットＰＣ２１を持参している。タブレット
ＰＣ２１には、予め、タブレットＰＣ２１をオーディオスマートボックス１１のコントロ
ーラとして使用するためのアプリケーションプログラムであるＡＳＢ（Audio Smart Box
）アプリがインストールされている。ユーザＶがタブレットＰＣ２１を操作してＡＳＢア
プリを起動すると、タブレットＰＣ２１は図６に示すようなモード選択画面を表示する。
モード選択画面には、オーディオスマートボックス１１をＤＡＷとして機能させる「ＤＡ
Ｗ」ボタン、オーディオスマートボックス１１をカラオケ装置として機能させる「カラオ
ケ」ボタン、オーディオスマートボックス１１を楽器のレッスン装置として機能させる「
レッスン」ボタン、オーディオスマートボックス１１に楽器等の機器を接続する際の設定
等を行うための「機器接続」ボタンが配置されている。
【００５４】
　この場合、ユーザＶはモード選択画面において「ＤＡＷ」ボタンを指で触れる（以下、
「タッチ」という）等により操作する。その操作に応じて、タブレットＰＣ２１は図７に
示すようなログイン画面を表示する。ログイン画面には、インターネット９内のクラウド
ストレージに保存されている各種データを利用するために必要な本人認証情報であるユー
ザ名およびパスワードの入力欄が配置されている。ユーザＶはこれらの入力欄にユーザ名
およびパスワードを入力する。なお、ＡＳＢアプリの設定により、過去に入力されたユー
ザ名およびパスワードの保持が許可されていると、ユーザＶは初めてログイン画面を開く
時以外はユーザ名およびパスワードの入力を求められない。
【００５５】
　ログイン画面において、ユーザ名およびパスワードが入力されると、タブレットＰＣ２
１は自機のＮＦＣタグの記憶領域に以下のデータを格納する。
（１）自機の識別データ
（２）クラウドストレージのＵＲＬ
（３）ユーザ名およびパスワード
（４）ＤＡＷデータ（ＤＡＷにおける各種設定や演奏内容等を記録したデータ）のリスト
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（ＤＡＷデータの各々に関するファイル名、最終更新日等のデータ）の送信要求コマンド
（５）自機（タブレットＰＣ２１）が使用可能な非近距離無線通信の規格名および暗号化
方式を示すデータ
【００５６】
　ユーザＶはログイン画面を表示したまま、タブレットＰＣ２１を、オーディオスマート
ボックス１１の近距離無線通信ユニット１１１７（ＮＦＣリーダ・ライタ）が配置されて
いる位置（オーディオスマートボックス１１の上面）にかざす。オーディオスマートボッ
クス１１のＮＦＣリーダ・ライタは常時、所定の周波数の電磁波を発信しており、タブレ
ットＰＣ２１がオーディオスマートボックス１１にかざされると、タブレットＰＣ２１の
ＮＦＣタグはオーディオスマートボックス１１のＮＦＣリーダ・ライタから発信されてい
る電磁波を所定の強度以上で受けることになる。タブレットＰＣ２１のＮＦＣタグはこの
所定の強度以上の電磁波に応答して所定の周波数の電磁波の発信を開始する。その後、オ
ーディオスマートボックス１１のＮＦＣリーダ・ライタとタブレットＰＣ２１のＮＦＣタ
グは各々が発信する電磁波により、ＮＦＣに規定のプロトコルに従い、データの送受信を
行う。
【００５７】
　以下の説明において、ＮＦＣリーダ・ライタにＮＦＣタグがかざされると、上記と同様
の手順によりＮＦＣリーダ・ライタとＮＦＣタグとの間でデータの送受信が行われる。た
だし、タブレットＰＣ２１が備えるＮＦＣタグはタブレットＰＣ２１が備える電池から電
力の供給を受けることができるが、例えばＮＦＣタグ１８は電池を備えず、自機内から電
力の供給を受けることはできない。このように、電源を持たないＮＦＣタグがＮＦＣリー
ダ・ライタにかざされた場合、ＮＦＣタグはＮＦＣリーダ・ライタから発信される電磁波
により生じるＲＦ磁界内で電磁誘導によりアンテナ・コイルに発生する起電力により動作
する。
【００５８】
　タブレットＰＣ２１のＮＦＣタグは、オーディオスマートボックス１１のＮＦＣリーダ
・ライタにかざされると、自機に格納しているデータをオーディオスマートボックス１１
のＮＦＣリーダ・ライタに送信する。その結果、オーディオスマートボックス１１のＮＦ
Ｃリーダ・ライタは、タブレットＰＣ２１のＮＦＣタグに格納されているデータを取得す
る。以下、ＮＦＣリーダ・ライタが、自機にかざされたＮＦＣタグに格納されているデー
タを取得する処理を、「ＮＦＣリーダ・ライタがＮＦＣタグからデータを読み取る」のよ
うに記載する。
【００５９】
　オーディオスマートボックス１１は、タブレットＰＣ２１のＮＦＣタグから読み取った
非近距離無線通信の規格名および暗号化方式を示すデータに応じて、近距離無線通信ユニ
ット１１１７により、オーディオスマートボックス１１の非近距離無線通信ユニット１１
１８に設定されているＳＳＩＤ、暗号化方式を示すデータ、暗号鍵をタブレットＰＣ２１
のＮＦＣタグに送信する。タブレットＰＣ２１のＮＦＣタグは、オーディオスマートボッ
クス１１から送信されてくるＳＳＩＤ等を自機の記憶領域に格納する。以下、ＮＦＣタグ
が、自機のかざされたＮＦＣリーダ・ライタから送信されたデータを自機の記憶領域に格
納する処理を、便宜的に「ＮＦＣリーダ・ライタがＮＦＣタグにデータを書き込む」のよ
うに記載する。
【００６０】
　オーディオスマートボックス１１は、タブレットＰＣ２１のＮＦＣタグに対するＳＳＩ
Ｄ等の書き込みを完了すると、例えば電子音発生器（図示略）により「ピッ」という電子
音を鳴らして通知を行う。ユーザＶは、この通知の後、タブレットＰＣ２１をオーディオ
スマートボックス１１から自由に離してよい。
【００６１】
　オーディオスマートボックス１１は、タブレットＰＣ２１から読み取ったＵＲＬにより
識別されるインターネット９上のクラウドストレージに対し、有線通信ＩＦ１１１６（送
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信手段１１６および受信手段１１７）により、タブレットＰＣ２１から読み取ったユーザ
名およびパスワードと、ＤＡＷデータのリストの送信要求コマンドを送信する。オーディ
オスマートボックス１１は、有線通信ＩＦ１１１６により、この送信要求コマンドに応じ
てクラウドストレージから送信されてくるＤＡＷデータのリストを受信する。
【００６２】
　一方、タブレットＰＣ２１は、オーディオスマートボックス１１に書き込まれたＳＳＩ
Ｄ等のデータを用いて、自機の非近距離無線通信ユニットにより、オーディオスマートボ
ックス１１に対する非近距離無線通信接続の確立要求コマンドの送信を行う。オーディオ
スマートボックス１１の非近距離無線通信ユニット１１１８はタブレットＰＣ２１からの
確立要求コマンドに応答し、非近距離無線通信の規格に応じた所定のプロトコルに従い、
オーディオスマートボックス１１の非近距離無線通信ユニット１１１８とタブレットＰＣ
２１の非近距離無線通信ユニットとの間で非近距離無線通信接続が確立される。その後、
オーディオスマートボックス１１とタブレットＰＣ２１は、非近距離無線通信接続を介し
てデータ通信を行うことができるようになるため、ユーザＶはタブレットＰＣ２１をオー
ディオスマートボックス１１にかざす動作を繰り返す必要はない。
【００６３】
　続いて、オーディオスマートボックス１１はクラウドストレージから受信したＤＡＷデ
ータのリストをタブレットＰＣ２１に送信する。タブレットＰＣ２１は、オーディオスマ
ートボックス１１から受信したＤＡＷデータのリストを用いて、図８に示すようなＤＡＷ
データ操作画面を表示する。ＤＡＷデータ操作画面には、ユーザＶがクラウドストレージ
に格納しているＤＡＷデータのリスト、ＤＡＷデータをオーディオスマートボックス１１
にロードする「ロード」ボタン、オーディオスマートボックス１１にロードされているＤ
ＡＷデータをクラウドストレージに格納する「セーブ」ボタンが配置されている。
【００６４】
　ユーザＶは、演奏の練習に用いたいＤＡＷデータをリストからタッチ等により選択し、
「ロード」ボタンをタッチ等により操作する。この操作に応じて、タブレットＰＣ２１は
選択されたＤＡＷデータの送信要求コマンドを生成し、オーディオスマートボックス１１
に送信する。オーディオスマートボックス１１はＤＡＷデータの送信要求コマンドに応じ
て、指定されたＤＡＷデータをクラウドストレージからダウンロードする。
【００６５】
　続いて、オーディオスマートボックス１１は、例えばダウンロードしたＤＡＷデータの
ファイル名の拡張子に応じたアプリケーションプログラム（以下、「ＤＡＷアプリ」とい
う）を起動する。なお、ＤＡＷアプリが予めオーディオスマートボックス１１にインスト
ールされていない場合、オーディオスマートボックス１１は、例えばクラウドストレージ
のユーザＶの記憶スペースに格納されているＤＡＷアプリをダウンロードし、インストー
ルした後にそれを起動する。
【００６６】
　ＤＡＷアプリの画面を表す画像データは、例えばオーディオスマートボックス１１に接
続されているテレビ１３に出力されるとともに、非近距離無線通信ユニット１１１８を介
してタブレットＰＣ２１にも送信される。従って、ＤＡＷアプリの画面はテレビ１３にお
いて表示されるとともに、タブレットＰＣ２１のディスプレイにも表示される。また、タ
ブレットＰＣ２１に表示される画面に対しユーザＶが各種操作を行うと、それらの操作に
応じたコマンドがタブレットＰＣ２１からオーディオスマートボックス１１に送信される
。その結果、ユーザＶはタブレットＰＣ２１をＤＡＷとして機能するオーディオスマート
ボックス１１のマンマシンインタフェースとして利用することができる。
【００６７】
　続いて、ユーザは各自、自分の機器をオーディオスマートボックス１１に接続する作業
を行う。ユーザＧは、エレキギター１４、トランスミッタ１５、レシーバ１６を持参して
いる。なお、トランスミッタ１５とレシーバ１６には予め、同じ周波数が設定されており
、トランスミッタ１５から送信される電磁波をレシーバ１６が受信可能となっている。ま
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た、レシーバ１６が備えるＮＦＣタグ１６３の記憶領域には、例えば以下のデータが格納
されている。
（１）自機の識別データ
（２）自機の種別を示す「ギター用ワイヤレスレシーバ」等のデータ
（３）出力端子の形状を示す「標準フォンプラグ」等のデータ
（４）自機の出力レベルを示す「＊＊ｄＢｖ」等のデータ
（５）設定可能な周波数（バンド）を示すデータ
（６）設定されている周波数を示すデータ
（７）エレキギター１４に応じたエフェクタのパラメータ
（８）クラウドストレージのＵＲＬ
（９）ユーザ名およびパスワード
【００６８】
　レシーバ１６のＮＦＣタグ１６３に格納されている上記（１）～（５）のデータは、通
常、書き替えられることはない固定的なデータであり、上記（６）のデータはユーザＧに
よりレシーバ１６に設定される周波数が変更される際に書き換えられるデータである。上
記（１）～（６）のデータは、レシーバ１６の属性を示す属性データである。また、上記
（７）のデータは、例えばユーザＧが前回の練習の際にオーディオスマートボックス１１
（練習スタジオが異なる場合、今回利用の装置と同種の異なる装置）のＮＦＣリーダ・ラ
イタにより書き込んだデータである。上記（７）のデータは、レシーバ１６が受信しオー
ディオスマートボックス１１に入力される音波形データの処理の内容をオーディオスマー
トボックス１１に対し指示する指示データである。また、上記（８）および（９）のデー
タは、例えばユーザＧがＰＣ等に接続されたＮＦＣリーダ・ライタ等により書き込んだデ
ータである。
【００６９】
　ユーザＧは、エレキギター１４にトランスミッタ１５を接続する。また、ユーザＧは、
トランスミッタ１５をオーディオスマートボックス１１にかざす。オーディオスマートボ
ックス１１のＮＦＣリーダ・ライタは、レシーバ１６のＮＦＣタグ１６３からデータを読
み取ると、読み取ったデータに含まれるレシーバ１６の属性データに従い、まず、既にオ
ーディオスマートボックス１１に接続されている他の機器が用いている周波数と、レシー
バ１６に設定されている周波数に干渉が生じないかをチェックする。
【００７０】
　周波数に干渉が生じる場合、オーディオスマートボックス１１はディスプレイ１１０７
に、例えば「設定されている周波数は使用できません。周波数＊＊に設定変更して下さい
。」といったメッセージを表示する。ユーザＧはその表示に応じて、例えば別途持参した
ＰＣ等にトランスミッタ１５およびレシーバ１６を各々接続し、周波数の設定変更を行っ
た後、再度、レシーバ１６をオーディオスマートボックス１１にかざす。
【００７１】
　周波数に干渉が生じない場合、オーディオスマートボックス１１はレシーバ１６から受
信した属性データに従い、アナログ音信号入力ＩＦ１１０９（音波形データ入力手段１１
１）が備える複数の入力端子のうち、レシーバ１６に適する規格の入力端子（他の機器が
接続されていないもの）を選択し、ディスプレイ１１０７に例えば図９に示すような案内
画像を表示する。ユーザＧは、ディスプレイ１１０７に表示される案内画像に従い、レシ
ーバ１６を指定された入力端子に接続する。これにより、オーディオスマートボックス１
１はギター用のレシーバ１６がどの入力端子に接続されているかを特定することができる
。
【００７２】
　また、オーディオスマートボックス１１は、レシーバ１６から受信した指示データ（エ
フェクタのパラメータ）に従い、指定されたエフェクタのプラグインプログラムを読み出
してＤＡＷアプリにプラグインし、指定されたパラメータをそれらのエフェクタに設定す
る。指定されたエフェクタがオーディオスマートボックス１１にインストールされていな
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い場合、ＤＡＷアプリの場合と同様に、オーディオスマートボックス１１は、例えばレシ
ーバ１６から受信したＵＲＬに従いクラウドストレージにアクセスし、レシーバ１６から
受信したユーザ名およびパスワードを用いてクラウドストレージにログインした後、ユー
ザＧの記憶スペースに格納されているエフェクタのプラグインプログラムをダウンロード
して用いる。
【００７３】
　このように、ユーザＧは、レシーバ１６をオーディオスマートボックス１１にかざし、
オーディオスマートボックス１１の指示に従いレシーバ１６をオーディオスマートボック
ス１１に接続することで、トランスミッタ１５およびレシーバ１６を介したエレキギター
１４のオーディオスマートボックス１１に対する接続作業およびエフェクタのパラメータ
設定作業を完了することができる。
【００７４】
　ユーザＢは、エレキベース１７、ＮＦＣタグ１８、シールドケーブル（標準フォンプラ
グ）を持参している。ＮＦＣタグ１８の記憶領域には、例えば以下のデータが格納されて
いる。
（１）自機の識別データ
（２）エレキベース１７の種別を示す「エレキベース」等のデータ
（３）エレキベース１７の接続に用いられるケーブルの端子の形状を示す「標準フォンプ
ラグ」等のデータ
（４）エレキベース１７の出力レベルを示す「＊＊ｄＢｖ」等のデータ
（５）エレキベース１７に応じたエフェクタのパラメータ
（６）クラウドストレージのＵＲＬ
（７）ユーザ名およびパスワード
【００７５】
　ＮＦＣタグ１８に格納されている上記（１）～（４）のデータは、通常、書き替えられ
ることはない固定的なデータであり、エレキベース１７の属性を示す属性データである。
また、上記（５）のデータは、例えばユーザＢが前回の練習の際にオーディオスマートボ
ックス１１（練習スタジオが異なる場合、今回利用の装置と同種の異なる装置）のＮＦＣ
リーダ・ライタにより書き込んだデータであり、エレキベース１７からオーディオスマー
トボックス１１に入力される音波形データの処理の内容をオーディオスマートボックス１
１に対し指示する指示データである。また、上記（６）および（７）のデータは、例えば
ユーザＢがＰＣ等に接続されたＮＦＣリーダ・ライタ等により書き込んだデータである。
【００７６】
　ユーザＢは、ＮＦＣタグ１８をオーディオスマートボックス１１にかざす。オーディオ
スマートボックス１１のＮＦＣリーダ・ライタは、ＮＦＣタグ１８からデータを読み取る
と、読み取ったデータに含まれるエレキベース１７の属性データに従い、アナログ音信号
入力ＩＦ１１０９（音波形データ入力手段１１１）が備える複数の入力端子のうち、エレ
キベース１７の接続に適する規格の入力端子（他の機器が接続されていないもの）を選択
し、ディスプレイ１１０７に例えば図１０に示すような案内画像を表示する。ユーザＢは
、ディスプレイ１１０７に表示される案内画像に従い、エレキベース１７をシールドケー
ブルにより指定された入力端子に接続する。これにより、オーディオスマートボックス１
１はエレキベース１７がどの入力端子に接続されているかを特定することができる。
【００７７】
　また、オーディオスマートボックス１１は、ＮＦＣタグ１８から受信した指示データ（
エフェクタのパラメータ）に従い、指定されたエフェクタのプラグインプログラムを読み
出してＤＡＷアプリにプラグインし、指定されたパラメータをそれらのエフェクタに設定
する。指定されたエフェクタがオーディオスマートボックス１１にインストールされてい
ない場合の処理は、レシーバ１６のＮＦＣタグがオーディオスマートボックス１１にかざ
された場合と同様である。
【００７８】
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　このように、ユーザＢは、ＮＦＣタグ１８をオーディオスマートボックス１１にかざし
、オーディオスマートボックス１１の指示に従いエレキベース１７をオーディオスマート
ボックス１１に接続することで、エレキベース１７のオーディオスマートボックス１１に
対する接続作業およびエフェクタのパラメータ設定作業を完了することができる。
【００７９】
　ユーザＫは、ミュージックキーボード１９、ＵＳＢケーブルを持参している。ユーザＫ
は、ミュージックキーボード１９をＵＳＢケーブルにより、オーディオスマートボックス
１１のデジタル信号入出力ＩＦ１１１３（音波形データ入力手段１１１）が備えるＵＳＢ
端子のうち未使用のいずれかに接続する。オーディオスマートボックス１１はミュージッ
クキーボード１９の接続を検出し、必要に応じてミュージックキーボード１９とＵＳＢの
規格に従ったデータ通信を行うためのドライバをインターネット９を介してダウンロード
し、インストールする。その後、オーディオスマートボックス１１はミュージックキーボ
ード１９との間でＵＳＢケーブルを介した各種データの送受信を行う。
【００８０】
　このように、ユーザＫはＮＦＣタグをオーディオスマートボックス１１にかざすことな
く、単にＵＳＢケーブルによりミュージックキーボード１９をオーディオスマートボック
ス１１の空いている端子に接続するだけでよい。なぜなら、ミュージックキーボード１９
はＵＳＢケーブルを介してオーディオスマートボックス１１との間で双方向の各種データ
通信が可能であり、オーディオスマートボックス１１はミュージックキーボード１９から
ＵＳＢケーブルを介してミュージックキーボード１９の機器種別を示すデータ等の属性デ
ータを受信し、ミュージックキーボード１９がどの端子に接続されたかを特定することが
できるためである。
【００８１】
　また、ミュージックキーボード１９はエフェクタを内蔵しており、必ずしもオーディオ
スマートボックス１１内のプラグインエフェクタを用いる必要がない。そのため、オーデ
ィオスマートボックス１１に対し、ミュージックキーボード１９が用いるエフェクタのパ
ラメータ等を指示データとして送信しなくてもよい。なお、ミュージックキーボード１９
における各種のパラメータ（音色設定のパラメータ、エフェクタのパラメータ等）は、Ｄ
ＡＷデータに、例えばＭＩＤＩのエクスクルーシブデータの形式等で記録しておくことが
できる。その場合、オーディオスマートボックス１１がＤＡＷデータに従った演奏の再生
を行う際に、オーディオスマートボックス１１からミュージックキーボード１９に対し各
種のパラメータの送信が行われ、ミュージックキーボード１９においてそれらのパラメー
タの設定が行われる。
【００８２】
　ユーザＶは、ワイヤレスマイク２０、タブレットＰＣ２１を持参している。ユーザＶは
、タブレットＰＣ２１を操作してＡＳＢアプリのモード選択画面（図６）を表示させ、「
機器接続」ボタンをタッチ等で操作する。その操作に応じて、タブレットＰＣ２１は図１
１に示すような機器接続画面を表示する。機器接続画面には、ユーザＶによりタブレット
ＰＣ２１に予め登録されている機器のリストが表示される。
【００８３】
　また、ユーザＶがタッチ等によりリストからいずれかの機器を選択すると、リストの下
に、選択された機器に関し登録されている機器種別等の属性データや、エフェクタのパラ
メータ等の指示データが表示される。これらのデータのうち、属性データは、機器に付属
していたＮＦＣタグに予め格納されていたデータをタブレットＰＣ２１のＮＦＣリーダ・
ライタにより読み取ったり、ユーザＶがタブレットＰＣ２１を操作して手動で入力したり
したデータである。また、指示データは、例えばユーザＶが前回の練習の際にオーディオ
スマートボックス１１（練習スタジオが異なる場合、今回利用の装置と同種の異なる装置
）のＮＦＣリーダ・ライタにより書き込んだデータである。
【００８４】
　この場合、ユーザＶは、機器接続画面のリストから「ワイヤレスマイク」をタッチ等で
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選択する。この選択に応じて、タブレットＰＣ２１は、自機が備える記憶手段（ＳＳＤ等
）から、例えば以下のデータを読み出す。
（１）自機の識別データ
（２）機器の種別を示す「ワイヤレスマイク」等のデータ
（３）ワイヤレスマイクが使用する周波数
（４）ワイヤレスマイクに応じたエフェクタのパラメータ
（５）クラウドストレージのＵＲＬ
（６）ユーザ名およびパスワード
【００８５】
　続いて、ユーザＶは、機器接続画面に表示される「接続」ボタンをタッチ等により操作
する。この操作に応じて、タブレットＰＣ２１は自機の記憶手段から読み出した上記の（
１）～（６）のデータを、オーディオスマートボックス１１に送信する。オーディオスマ
ートボックス１１は、タブレットＰＣ２１から受信したデータに含まれる属性データに従
い、アナログ無線音信号受信ユニット１１１５（音波形データ入力手段１１１）の未使用
のチャンネルの１つに読み取ったデータが示す周波数を設定する。これにより、オーディ
オスマートボックス１１はワイヤレスマイク２０から発信される音波形データを示す電磁
波を受信可能となる。
【００８６】
　また、オーディオスマートボックス１１は、タブレットＰＣ２１から受信したデータに
含まれる指示データに従い、指定されたエフェクタのプラグインプログラムを読み出して
ＤＡＷアプリにプラグインし、指定されたパラメータをそれらのエフェクタに設定する。
指定されたエフェクタがオーディオスマートボックス１１にインストールされていない場
合の処理は、レシーバ１６のＮＦＣタグがオーディオスマートボックス１１にかざされた
場合と同様である。
【００８７】
　このように、ユーザＶは、タブレットＰＣ２１を操作することで、ワイヤレスマイク２
０のオーディオスマートボックス１１に対する接続作業およびエフェクタのパラメータ設
定作業を完了することができる。
【００８８】
　以上のように、各ユーザの機器がオーディオスマートボックス１１に接続される毎に、
オーディオスマートボックス１１はＤＡＷアプリにおいて、機器が接続されたチャンネル
を、ＤＡＷにおけるトラックにアサインする。ＤＡＷデータにより既に特定のトラックに
アサインされている機器がオーディオスマートボックス１１に接続された場合には、オー
ディオスマートボックス１１は当該機器のチャンネルを当該機器のトラックにアサインす
る。また、ＤＡＷデータにより特定のトラックにアサインされていない機器が新たに接続
された場合には、オーディオスマートボックス１１は未使用のトラックに当該機器のチャ
ンネルをアサインする。
【００８９】
　オーディオスマートボックス１１は、未使用のトラックに新たな機器のチャンネルをア
サインする際、当該機器の属性データが示す機器種別および入力レベルに応じて、例えば
予め機器種別の組み合わせ毎に記憶しているテンプレートデータに基づき、各トラックの
増幅率（ミキシングレベル）を調整する。また、オーディオスマートボックス１１は、未
使用のトラックに新たな機器のチャンネルをアサインする際、例えば予め機器種別の組み
合わせ毎に記憶しているテンプレートデータに基づき、当該機器の属性データが示す機器
種別に応じて、各トラックのパン（定位）を調整する。さらに、オーディオスマートボッ
クス１１は、未使用のトラックに新たな機器のチャンネルをアサインする際、例えば予め
機器種別毎に記憶しているテンプレートデータに基づき、当該機器の属性データが示す機
器種別に応じた一般的なエフェクタを当該トラックにプラグインし、プラグインしたエフ
ェクタに対し一般的なパラメータを設定する。
【００９０】
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　従って、ユーザは新たな機器をオーディオスマートボックス１１に接続した場合であっ
ても、ミキシングレベルの調整、パンの調整、エフェクタの設定を行うことなく、ある程
度良好な状態で演奏の練習を開始することができる。
【００９１】
　なお、この例では、一般的なバンドを構成する楽器パートであるドラムの演奏者が不在
であるが、ＤＡＷアプリにおける通常の機能を用いて、ドラムパートを自動演奏により補
うことが考えられる。その場合、例えばＭＩＤＩデータに従い音源ユニット１１０５によ
り自動生成されるドラムパートの音波形データが、エレキギター１４等の機器からオーデ
ィオスマートボックス１１に入力される音波形データとミキシングされて用いられる。
【００９２】
　以上のように、全てのユーザが自分の機器をオーディオスマートボックス１１に接続す
ると、ユーザ達は演奏を開始することができる。ユーザの各々の演奏により各機器からオ
ーディオスマートボックス１１に入力される器楽音や歌唱音を示す音波形データは、オー
ディオスマートボックス１１が各機器に応じたＮＦＣタグ等から受信した指示データに従
い、ＣＰＵ１１０１およびＤＳＰ１１０６（音波形データ処理手段１１２）によりエフェ
クト処理、ミキシング処理が施された後、アナログ音信号出力ＩＦ１１１０（音波形デー
タ出力手段１１３）を介してスピーカ１２に出力され、音に変換されて放音される。
【００９３】
　なお、ユーザはタブレットＰＣ２１のディスプレイに表示されるＤＡＷのインタフェー
スを用いて、演奏の再生、停止、録音等の基本操作をはじめ、ミキシングレベルの調整、
エフェクタの設定変更等のＤＡＷにおいて可能な様々な操作を行うことができる。
【００９４】
　また、ユーザは、練習中や練習の完了時などの任意のタイミングで、タブレットＰＣ２
１を操作してＤＡＷデータ操作画面（図８）を表示させ、「セーブ」ボタンをタッチ等で
操作することにより、オーディオスマートボックス１１において更新されたＤＡＷデータ
を、クラウドストレージのユーザＶの記憶スペースにアップロードすることができる。こ
のようにアップロードされたＤＡＷデータは、例えば次回の練習時等の任意のタイミング
で再度、オーディオスマートボックス１１にダウンロードされて利用される。
【００９５】
　さらに、各ユーザは、練習中や練習の完了時などの任意のタイミングで、自分の機器が
備えるＮＦＣタグや自分の機器に対応するＮＦＣタグに、その時点でＤＡＷにおいて設定
されているエフェクタのパラメータ等を書き込むことができる。その場合、例えばユーザ
はオーディオスマートボックス１１のキーパッド１１０８を操作して、オーディオスマー
トボックス１１を「書き込み」モードにした後、ＮＦＣタグをオーディオスマートボック
ス１１にタッチする。そのタッチにおいて、オーディオスマートボックス１１のＮＦＣリ
ーダ・ライタはＮＦＣタグから識別データを読み取り、読み取った識別データに応じた機
器のトラックで用いられているエフェクタのパラメータ等をＮＦＣタグに書き込む。この
ようにＮＦＣタグに書き込まれたエフェクタのパラメータ等のデータは、例えば次回の練
習時等の任意のタイミングで再度、オーディオスマートボックス１１に読み取られて利用
される。
【００９６】
　以上のように、オーディオシステム１によれば、ユーザは楽曲の演奏に用いる機器に応
じたＮＦＣタグをオーディオスマートボックス１１にかざしたり、ＮＦＣタグを備えるタ
ブレットＰＣ等のデバイスをオーディオスマートボックス１１にかざした後にそのデバイ
スを操作することで、オーディオスマートボックス１１に機器の接続の案内を行わせたり
、機器の接続を自動的に行わせたり、エフェクタやミキサの各種設定を自動的に行わせた
りすることができる。その結果、ユーザは機器の接続や設定の作業に煩わされることなく
、気軽に楽曲の演奏を楽しむことができる。
【００９７】
　また、オーディオシステム１によれば、オーディオスマートボックス１１がインターネ
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ット９等のＷＡＮを介して外部のリソースから、音波形データの処理に要する各種データ
（例えば、ＤＡＷアプリやエフェクタのプラグインといったプログラムや、ＤＡＷデータ
等のユーザデータ）を自動的に取得するため、ユーザは、例えば異なる練習スタジオで演
奏の練習を行うような場合であっても、それらの必要なデータを予め準備して持参する必
要がない。
【００９８】
［変形例］
　上述した実施形態は本発明の技術的思想の範囲内において様々に変形可能である。以下
にそれらの変形の例を示す。
【００９９】
（１）上述した実施形態においては、オーディオシステム１がバンドによる楽曲の演奏に
用いられる場合を例として説明した。オーディオシステム１はバンドによる楽曲の演奏に
限られず、音波形データの入力、処理、出力を伴う他の様々な用途において利用され得る
。
【０１００】
　例えば、オーディオシステム１はネットワークカラオケシステムとして用いることもで
きる。その場合、オーディオスマートボックス１１は例えば、カラオケ店舗のボックス内
に配置される。オーディオスマートボックス１１はカラオケ用のアプリケーションを実行
し、様々な楽曲のカラオケデータを格納したクラウドストレージからユーザにより指定さ
れた楽曲のカラオケデータをダウンロードし、ダウンロードしたカラオケデータに従いカ
ラオケの演奏や歌詞の表示等を行う。
【０１０１】
　ユーザは、例えばＮＦＣリーダ・ライタおよびＮＦＣタグを備えるスマートフォンやタ
ブレットＰＣ等の端末装置を操作して、クラウドストレージからカラオケデータの楽曲名
等のリストをダウンロードし、リストから歌唱を行いたい楽曲を選択する。選択された楽
曲の識別データは端末装置のＮＦＣタグに格納される。その後、ユーザが端末装置をオー
ディオスマートボックス１１にかざすと、オーディオスマートボックス１１は端末装置の
ＮＦＣタグから楽曲の識別データを読み取り、読み取った識別データに応じたカラオケデ
ータをクラウドストレージからダウンロードして、カラオケの演奏および歌詞の表示を開
始する。
【０１０２】
　なお、端末装置において楽曲を選択した後に端末装置をオーディオスマートボックス１
１にかざす代わりに、ユーザが楽曲の選択の前に端末装置をオーディオスマートボックス
１１にかざして、端末装置とオーディオスマートボックス１１との間に非近距離無線通信
接続を確立させた後、楽曲の選択を行うようにしてもよい。その場合、ユーザにより選択
された楽曲の識別データは、非近距離無線通信接続によりオーディオスマートボックス１
１に送信される。
【０１０３】
　なお、ユーザがカラオケデータのリストを端末装置にダウンロードする経路は、直接、
端末装置が広域無線データ通信網を介してクラウドストレージからダウンロードする方法
、端末装置をオーディオスマートボックス１１にかざす操作等により端末装置とオーディ
オスマートボックス１１との間で非近距離無線通信接続が確立され後にオーディオスマー
トボックス１１経由でクラウドストレージからダウンロードする方法等のいずれであって
もよい。
【０１０４】
　また、ＮＦＣタグを備える端末装置とオーディオスマートボックス１１との間で非近距
離無線通信接続が確立された後は、端末装置とオーディオスマートボックス１１との間の
データの送受信は、端末装置をオーディオスマートボックス１１にかざす操作により近距
離無線通信により行うよりも、非近距離無線通信接続を介して行う方が便利な場合が多い
が、例えば重要なデータの更新等の確認を要する処理に関しては、ユーザが端末装置をオ
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ーディオスマートボックス１１にかざすことを要求するなど、目的により非近距離無線通
信と近距離無線通信の使い分けを行うことが望ましい。
【０１０５】
　オーディオシステム１の用途の他の一典型例として、オーディオシステム１を楽器のオ
ンラインレッスンシステムとして用いることも考えられる。その場合、オーディオスマー
トボックス１１は楽器のレッスンを受けるユーザの自宅等に配置される。ユーザは、レッ
スンを受けたい楽器やそのレベル等に応じたＮＦＣタグを購入する。同様のＮＦＣタグが
、例えば楽器の購入時に特典として購入者に対し提供されてもよい。このＮＦＣタグには
、オンラインレッスンの提供サイトのＵＲＬ、ユーザが利用可能なレッスンのコースを識
別するコースＩＤ、レッスンを利用可能な期間を示すデータ等が格納されている。
【０１０６】
　ユーザは、例えば電子ピアノ等の楽器をＵＳＢケーブル等でオーディオスマートボック
ス１１に接続した後、ＮＦＣタグをオーディオスマートボックス１１にかざす。オーディ
オスマートボックス１１はＮＦＣタグからデータを読み取り、読み取ったデータに従い、
オンラインレッスンの提供サイトからレッスンの内容を示すデータをダウンロードして、
当該データに従いユーザに対する楽器のレッスンを提供する。
【０１０７】
　このように、オーディオシステム１によれば、カラオケ装置に対し楽曲を指示する操作
や、オンラインレッスンの提供サイトへアクセスするための操作等がＮＦＣタグやＮＦＣ
タグを備えた端末装置をオーディオスマートボックス１１にかざす、という直感的な動作
により可能となるため、便利である。
【０１０８】
（２）オーディオスマートボックス１１に接続される機器は、上述した実施形態において
例示した機器に限定されず、他の様々な機器がオーディオスマートボックス１１に接続さ
れ得る。例えば、カメラをＵＳＢケーブル等によりオーディオスマートボックス１１に接
続し、演奏の様子を示す画像をテレビ１３等に表示させたり、それらの画像を動画もしく
は静止画として記録したりしてもよい。
【０１０９】
（３）オーディオスマートボックス１１が入力を受け付けるデータのフォーマットや入力
端子の形状、およびオーディオスマートボックス１１が出力するデータのフォーマットや
出力端子の形状は、上述した実施形態において例示したものに限定されず、オーディオス
マートボックス１１が他のフォーマットのデータを入出力可能とする構成や、オーディオ
スマートボックス１１が他の形状の端子を介してデータを入出力可能とする構成としても
よい。例えば、オーディオスマートボックス１１がＭＩＤＩ入力端子やＭＩＤＩ出力端子
を備え、ＭＩＤＩケーブルを介して、ＭＩＤＩデータの入力を受け付けたり、ＭＩＤＩデ
ータの出力を行ったりしてもよい。
【０１１０】
（４）オーディオスマートボックス１１により生成されたデータを、例えばＳＮＳ（Soci
al Network Service）等を介して、特定多数もしくは不特定多数の人々に利用可能として
もよい。例えば、作曲や演奏を行うユーザは、ＤＡＷアプリ等を用いて生成した楽曲を示
すデータ（ＤＡＷデータ、音波形データ等）を公開することにより、ユーザは自分が作曲
した楽曲や自分が演奏した楽曲を手軽に公開することができ、また、その楽曲や演奏に対
する人々の評価をフィードバックとして得ることができる。また、音楽のオンラインレッ
スンを受けているユーザがレッスンの履歴データを公開することにより、同じレッスンを
受けている他のユーザとの間でコミュニケーションを取るなどして、レッスンを受ける意
欲を維持しやすくすることができる。
【０１１１】
（５）地理的に異なる位置に配置された複数のオーディオスマートボックス１１を、イン
ターネット９を介して相互に通信させることにより、互いに離れた場所にいる複数のユー
ザ間で音や画像を用いたコミュニケーションを可能としてもよい。例えば、上述した楽器
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のオンラインレッスンシステムはＡＳＰ型の自動化されたレッスンを想定しているが、楽
器のレッスンを提供する先生と、楽器のレッスンを受ける生徒が、各々の自宅等に配置さ
れたオーディオスマートボックス１１を介して、相互に音波形データや画像データを交換
することにより、オンラインレッスンを可能としてもよい。
【０１１２】
　具体例を説明する。例えば、先生と生徒は各々、相手のオーディオスマートボックス１
１のＵＲＬを格納したＮＦＣタグを持ち、レッスンの開始時刻に各々がＮＦＣタグをオー
ディオスマートボックス１１にかざす。その操作により、各々のオーディオスマートボッ
クス１１は、ＮＦＣタグから読み取ったＵＲＬに従い、相手のオーディオスマートボック
ス１１との接続を試みる。その結果、先生と生徒の両方が自分のＮＦＣタグを自分のオー
ディオスマートボックス１１にかざすだけで、先生と生徒のオーディオスマートボックス
１１の間に相互接続が確立される。その後、音波形データや画像データがオーディオスマ
ートボックス１１間で送受信され、オンラインレッスンが行われる。
【０１１３】
　このように、ＮＦＣタグをオーディオスマートボックス１１にかざすという直感的な操
作により異なる場所に配置された複数のオーディオスマートボックス１１間の相互接続が
行われるため、先生は手軽にオンラインレッスンの提供を行うことができ、生徒は手軽に
オンラインレッスンを受けることができる。
【０１１４】
（６）オーディオシステム１において、オーディオスマートボックス１１が利用するデー
タをいずれの場所に格納しておくかは様々に変更可能である。例えば、上述した実施形態
の説明においては、ＤＡＷデータはクラウドストレージに格納されているものとしたが、
例えばユーザが携帯するスマートフォン等の端末装置に格納されていてもよい。また、Ｎ
ＦＣタグに格納されるエフェクタのパラメータ等のデータをクラウドストレージに格納し
ておき、必要に応じてＮＦＣタグに書き込んで用いる構成としてもよい。
【０１１５】
（７）上述した実施形態においては、オーディオスマートボックス１１は自機にかざされ
たＮＦＣタグから読み取った指示データに従い、そのＮＦＣタグに応じた機器からオーデ
ィオスマートボックス１１に入力される音波形データを処理する。これに加えて、または
代えて、オーディオスマートボックス１１が、自機にかざされたＮＦＣタグから読み取っ
た指示データに従い、そのＮＦＣタグに応じた機器（オーディオスマートボックス１１に
接続されている機器）に対し、パラメータ設定等の指示を行う指示データを出力する構成
としてもよい。
【０１１６】
　具体例として、オーディオスマートボックス１１にハードウェアで構成されるエフェク
タとデジタルアンプを接続する場合を想定する。これらのエフェクタやデジタルアンプは
、オーディオスマートボックス１１から出力される音波形データに対し処理を行う装置ま
たは音波形データを生成してオーディオスマートボックス１１に入力する装置の例示であ
る。
【０１１７】
　この変形例において、エフェクタやデジタルアンプには、各々の機器に応じた機器種別
を示すデータ等の属性データと、パラメータを示すデータ等の指示データを格納したＮＦ
Ｃタグが予め準備されている。ユーザがこれらのＮＦＣタグをオーディオスマートボック
ス１１にかざすと、例えばレシーバ１６をオーディオスマートボックス１１にかざす場合
と同様に、オーディオスマートボックス１１はＮＦＣタグから読み取った属性データに従
い、エフェクタやデジタルアンプを接続すべき端子をディスプレイに表示したり（エフェ
クタやデジタルアンプがオーディオスマートボックス１１に対し有線接続される場合）、
エフェクタやデジタルアンプを自動的に接続したりする（エフェクタやデジタルアンプが
オーディオスマートボックス１１に対し無線接続される場合）。
【０１１８】
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　その後、オーディオスマートボックス１１は、ＮＦＣタグから読み取った指示データに
従い、オーディオスマートボックス１１に接続されたエフェクタやデジタルアンプに対し
、パラメータの設定等を指示する指示データを出力する。エフェクタやデジタルアンプは
、オーディオスマートボックス１１から受け取った指示データに従い、自機に対するパラ
メータ設定等を行う。
【０１１９】
　この変形例によれば、ユーザはオーディオスマートボックス１１に接続される機器に応
じたＮＦＣタグをオーディオスマートボックス１１にかざすことで、それらの機器に対す
るパラメータ設定等の指示を行うことができる。
【０１２０】
（８）オーディオスマートボックス１１に接続される機器に応じたＮＦＣタグが、オーデ
ィオスマートボックス１１に対しユーザが指示を与えるための操作子として利用されても
よい。以下に、ユーザＢがＮＦＣタグ１８を用いて、オーディオスマートボックス１１に
おいて実行されるＤＡＷにおいてエレキベース１７にアサインされているトラックのパン
（定位）とボリュームを調整する操作を行う場合を例として説明する。
【０１２１】
　ユーザＢは、既にＮＦＣタグ１８をオーディオスマートボックス１１にかざし、オーデ
ィオスマートボックス１１の案内に従いエレキベース１７をオーディオスマートボックス
１１に接続している。また、ユーザＶは既に、タブレットＰＣ２１をオーディオスマート
ボックス１１にかざし、タブレットＰＣ２１とオーディオスマートボックス１１との間で
非近距離無線通信が可能となっている。その状態において、例えばユーザＢはユーザＶか
らタブレットＰＣ２１を借りて、タブレットＰＣ２１を操作し、図１２に示すようなＤＡ
Ｗアプリのパン・ボリューム調整画面を表示させる。
【０１２２】
　パン・ボリューム調整画面においては、上下方向がミキシングにおけるボリュームの大
小に対応しており、左右方向がミキシングにおけるパン（定位）の左右位置に対応してい
る。ユーザＢがＮＦＣタグ１８をタブレットＰＣ２１のタッチディスプレイ上に置くと、
ＮＦＣタグ１８がタブレットＰＣ２１のＮＦＣリーダ・ライタに近接するため、タブレッ
トＰＣ２１のＮＦＣリーダ・ライタによりＮＦＣタグ１８に格納されているデータの読み
取りが行われる。タブレットＰＣ２１は、ＮＦＣタグ１８から読み取ったデータに含まれ
るＮＦＣタグ１８の識別データに基づき、ＮＦＣタグ１８に応じた機器であるエレキベー
ス１７がＤＡＷにおいてアサインされているトラックを特定する。タブレットＰＣ２１は
、パン・ボリューム調整画面に、例えば、タッチディスプレイ上に置かれたＮＦＣタグ１
８に応じた機器名「エレキベース」と、エレキベース１７がアサインされているＤＡＷの
トラックを示す「トラック＃＃」を表示する。
【０１２３】
　続いて、タブレットＰＣ２１はＮＦＣタグ１８がタッチディスプレイ上において接触し
ている位置を特定する。タブレットＰＣ２１はＮＦＣタグ１８が接触しているタッチディ
スプレイ上の上下位置に応じたボリュームを、エレキベース１７のトラックのボリューム
として設定し、ＮＦＣタグ１８が接触しているタッチディスプレイ上の左右位置に応じた
パンを、エレキベース１７のトラックのパンとして設定する。
【０１２４】
　タッチディスプレイ上においてＮＦＣタグ１８の位置が変更されると、タブレットＰＣ
２１は変更後の位置に応じたボリュームおよびパンを、エレキベース１７のトラックに設
定する。従って、ユーザＢは、例えばＤＡＷにおいて録音されているバンドの演奏音を再
生しながら、タブレットＰＣ２１のタッチディスプレイ上でＮＦＣタグ１８を上下左右に
スライドさせることにより、バンド全体の演奏音におけるエレキベース１７のボリューム
とパンを自由に調整することができる。なお、タブレットＰＣ２１はタッチパネルが一体
化されたディスプレイ（タッチディスプレイ）を備えるものとしたが、タッチパネルがタ
ブレットＰＣ本体に外付けの装置として接続されている構成であってもよい。その場合、
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ユーザは外付けのタッチパネル上でＮＦＣタグをスライドさせることにより、タブレット
ＰＣ本体に対しボリュームの調整等を指示することができる。
【０１２５】
　なお、タブレットＰＣ２１は、例えばタブレットＰＣ２１のＮＦＣリーダ・ライタがＮ
ＦＣタグ１８からＮＦＣタグ１８の識別データを読み取った後に最初にタブレットＰＣ２
１のタッチディスプレイに接触したポインタをＮＦＣタグ１８として認識することにより
、仮にタッチディスプレイ上に複数のポインタが接触していたとしても、それらのいずれ
がＮＦＣタグ１８であるかを特定することができる。ただし、タブレットＰＣ２１がタッ
チディスプレイに接触されるポインタがいずれのＮＦＣタグであるかを認識する方法は、
ＮＦＣタグから識別データを読み取ったタイミングとタッチディスプレイに対するポイン
タの接触を検出したタイミングとの時間差に基づく方法に限られず、例えばＮＦＣリーダ
・ライタがＮＦＣタグから受信する電波の強度により推定される当該ＮＦＣタグの位置と
、タッチディスプレイ上で検出されたポインタの位置との距離差に基づく方法など、他の
方法が採用されてもよい。
【０１２６】
（９）上述した実施形態またはその変形例において、タブレットＰＣ２１のタッチディス
プレイに表示されるものとした画面がオーディオスマートボックス１１のディスプレイ１
１０７に表示される構成としてもよい。また、上述した実施形態またはその変形例におい
て、オーディオスマートボックス１１のディスプレイ１１０７に表示されるものとした画
面がタブレットＰＣ２１のタッチディスプレイに表示される構成としてもよい。
【０１２７】
　さらに、オーディオスマートボックス１１が備えるディスプレイ１１０７を、タッチパ
ネル（位置特定手段）を備えるタッチディスプレイとし、上述した変形例（８）における
タブレットＰＣ２１に代えて、ユーザがオーディオスマートボックス１１のディスプレイ
１１０７上に接触させたＮＦＣタグの位置に応じて、オーディオスマートボックス１１が
当該ＮＦＣタグに応じた機器から入力される音波形データに対する処理の内容を決定する
構成としてもよい。この場合、オーディオスマートボックス１１はディスプレイ１１０７
に例えば図１２に示したような画面を表示し、ユーザは例えばＮＦＣタグ１８をディスプ
レイ１１０７上でスライドさせる。オーディオスマートボックス１１は、ディスプレイ１
１０７上のＮＦＣタグ１８の位置に応じたボリュームおよびパンを、ＮＦＣタグ１８に応
じた機器であるエレキベース１７がアサインされているＤＡＷのトラックに設定する。そ
の結果、エレキベース１７からオーディオスマートボックス１１に入力される音波形デー
タのミキシングにおけるボリュームやパンが、ユーザによるＮＦＣタグ１８のスライド操
作により変更されることになる。
【０１２８】
（１０）上述した実施形態においては、端末装置として、ＮＦＣリーダ・ライタを内蔵し
たタブレットＰＣ２１が用いられる例を示したが、タブレットＰＣ２１に加えて、もしく
は代えて、タブレットＰＣ本体に外付けの装置としてＮＦＣリーダ・ライタが接続される
構成が採用されてもよい。また、端末装置の形態はタブレットＰＣに限られず、スマート
フォン、ノート型ＰＣ、デスクトップ型ＰＣ等、他の形態であってもよい。
【０１２９】
　なお、本発明は、上述したオーディオシステム１に例示されるシステム、上述したオー
ディオシステム１を構成するオーディオスマートボックス１１やタブレットＰＣ２１等に
例示される装置、上述したオーディオシステム１を構成するオーディオスマートボックス
１１やタブレットＰＣ２１等のコンピュータに処理を指示するＤＡＷアプリ、ＡＳＢアプ
リ等のプログラム、当該プログラムをコンピュータ読み取り可能に記録した不揮発性の記
録媒体、上述したオーディオシステム１の動作により例示される方法、のいずれとしても
把握され得る。
【符号の説明】
【０１３０】
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１…オーディオシステム、９…インターネット、１１…オーディオスマートボックス、１
２…スピーカ、１３…テレビ、１４…エレキギター、１５…トランスミッタ、１６…レシ
ーバ、１７…エレキベース、１８…ＮＦＣタグ、１９…ミュージックキーボード、２０…
ワイヤレスマイク、２１…タブレットＰＣ、２２…ルータ、１１１…音波形データ入力手
段、１１２…音波形データ処理手段、１１３…音波形データ出力手段、１１４…リーダ、
１１６…送信手段、１１７…受信手段、１５１…入力端子、１５２…入出力端子、１６１
…出力端子、１６２…入出力端子、１６３…ＮＦＣタグ、１１０１…ＣＰＵ、１１０２…
ＲＯＭ、１１０３…ＲＡＭ、１１０４…ＨＤＤ、１１０５…音源ユニット、１１０６…Ｄ
ＳＰ、１１０７…ディスプレイ、１１０８…キーパッド、１１０９…アナログ音信号入力
ＩＦ、１１１０…アナログ音信号出力ＩＦ、１１１１…デジタル音信号入力ＩＦ、１１１
２…デジタル音信号出力ＩＦ、１１１３…デジタル信号入出力ＩＦ、１１１４…マルチメ
ディア信号入出力ＩＦ、１１１５…アナログ無線音信号受信ユニット、１１１６…有線通
信ＩＦ、１１１７…近距離無線通信ユニット、１１１８…非近距離無線通信ユニット

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】
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【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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